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○
日
本
近
代
整
形
外
科
学
の
創
設
と
田
代
義
徳

近
代
日
本
に
西
洋
の
整
形
外
科
学
が
紹
介
・
受
容
さ
れ
た
の
は
明
治
時
代
後
期
で
あ
る
。

最
も
早
く
紹
介
し
た
の
は
ス
ク
リ
バ
の
門
下
生
で
日
本
外
科
学
会
創
立
準
備
委
員
と
な
っ
た
林
曄
（
一
八
六
六
’
一
九
四
四
）
で
あ
る
。

明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
ド
イ
ツ
・
ハ
ィ
デ
ル
ベ
ル
グ
の
○
．
く
匡
言
旨
の
二
八
六
七
’
一
九
三
六
）
の
下
に
留
学
し
明
治
三
○
二
八

九
七
）
年
に
帰
国
。
東
京
築
地
で
外
科
矯
正
術
を
標
傍
し
て
開
業
し
た
。
し
か
し
教
育
機
関
と
し
て
整
形
外
科
学
講
座
を
設
け
た
の
は
東

京
大
学
・
京
都
大
学
つ
い
で
九
州
大
学
（
当
時
京
都
帝
国
大
学
福
岡
医
科
大
学
）
の
三
大
学
だ
け
で
あ
っ
た
。

東
大
は
明
治
三
九
二
九
○
六
）
年
四
月
四
日
勅
令
第
六
八
号
に
よ
る
。
京
大
は
同
年
四
月
二
三
日
勅
令
八
九
号
、
九
大
は
明
治
四
一

（
一
九
○
八
）
年
五
月
二
四
日
勅
令
一
四
二
号
に
よ
り
整
形
外
科
学
講
座
が
そ
れ
ぞ
れ
新
設
さ
れ
た
。

初
代
教
授
は
東
大
田
代
義
徳
二
八
六
四
’
一
九
三
八
）
、
京
大
は
松
岡
道
治
二
八
六
九
’
一
九
五
三
）
、
九
大
は
住
田
正
雄
（
一
八

七
八
’
一
九
四
六
）
で
何
れ
も
東
大
の
外
科
出
身
で
あ
っ
た
。

明
治
三
九
年
に
東
大
、
京
大
に
ほ
と
ん
ど
同
時
に
新
設
講
座
が
設
置
さ
れ
る
の
で
科
名
を
決
定
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
語
の

○
整
形
外
科
の
科
名
決
定
事
情

特

別
講
演

日
本
整
形
外
科
の
歴
史
と
田
代
家

日
本
歯
科
大
学
医
の
博
物
館

蒲
原
宏
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○
『
芽
８
２
房
あ
る
い
は
○
吋
讐
呂
匿
胃
胃
Ｑ
〕
冒
一
侭
房
を
矯
正
外
科
に
す
る
案
も
あ
っ
た
が
田
代
の
親
友
で
漢
詩
人
で
も
あ
っ
た
内
科
学

教
授
入
沢
達
吉
（
一
八
六
五
’
一
九
三
八
）
、
そ
れ
に
医
師
で
漢
学
者
で
あ
っ
た
永
坂
石
壌
（
周
．
一
八
四
五
’
一
九
二
四
）
が
相
談
し
、

『
説
文
解
字
」
の
古
義
に
よ
り
○
風
冒
は
「
整
、
斉
也
。
圦
支
、
圦
束
正
。
正
亦
声
」
と
そ
の
注
「
繋
伝
」
に
あ
る
「
束
之
、
又
小
鑿
之
、

使
正
。
会
意
」
に
よ
り
「
矯
正
」
の
意
味
は
「
整
」
の
一
字
に
包
含
さ
れ
て
お
り
、
「
整
」
は
「
正
」
に
比
し
働
く
意
味
が
あ
る
。
思
島
①

は
「
小
児
」
の
意
味
で
あ
る
が
、
ま
ぎ
ら
わ
し
い
。
そ
こ
で
フ
ラ
ン
ス
の
］
三
．
ロ
の
旨
の
目
（
一
七
七
七
’
一
八
三
二
）
が
創
唱
し
た

○
具
９
日
Ｃ
ｓ
三
①
の
ョ
○
ｓ
三
①
は
「
形
」
と
い
う
字
に
該
当
す
る
。
○
門
ｓ
ｏ
忌
昌
の
目
①
。
旨
昌
唱
⑦
を
意
訳
し
て
「
整
形
外
科
」
と
い
う

新
科
名
を
提
唱
し
、
こ
れ
が
法
制
上
で
も
正
式
に
決
定
さ
れ
た
。

田
代
は
こ
の
経
緯
を
明
治
四
○
（
一
九
○
七
）
年
一
月
一
日
の
日
本
医
事
周
報
六
一
六
号
に
「
整
形
外
科
ノ
説
」
と
し
て
公
表
し
た
。

科
名
決
定
は
田
代
義
徳
の
第
一
の
業
績
で
あ
る
。

○
三
大
学
の
整
形
外
科
講
座
の
推
移
と
日
本
整
形
外
科
学
会
の
創
立

新
講
座
が
設
け
ら
れ
た
が
京
大
の
松
岡
は
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
に
在
任
六
年
余
で
辞
任
し
、
大
阪
で
病
院
を
開
業
し
た
。
九
大
の

住
田
も
在
任
十
三
年
余
の
大
正
一
四
（
一
九
二
五
）
年
辞
任
し
大
阪
で
開
業
し
、
何
れ
も
そ
の
学
系
を
継
ぐ
後
継
者
が
育
た
ぬ
う
ち
に
大

学
を
去
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
も
学
術
団
体
と
し
て
の
日
本
整
形
外
科
学
会
を
結
成
さ
せ
る
べ
き
大
切
な
時
期
に
教
育
・
研
究
の
場
か
ら

要
の
二
人
の
俊
秀
に
去
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
の
人
事
と
専
門
学
会
の
立
ち
上
げ
る
の
が
田
代
の
大
き
な
仕
事
と
な
っ
て
き
た
。

田
代
は
大
正
一
三
（
一
九
二
四
）
年
九
月
三
○
日
東
大
を
定
年
退
官
し
、
ド
イ
ツ
留
学
か
ら
帰
国
し
た
高
木
憲
次
二
八
八
九
Ｉ
一
九

九
大
の
後
任
に
イ
ギ
リ
ス
で
生
理
学
を
研
究
し
て
い
た
旧
門
下
生
の
神
中
正
一
（
一
八
九
○
’
一
九
五
三
）
を
急
暹
帰
国
さ
せ
講
座
の

継
承
者
と
し
て
推
挙
し
、
九
大
当
局
を
安
堵
さ
せ
た
。
後
年
の
九
大
整
形
外
科
学
教
室
の
伝
統
を
守
り
日
本
の
整
形
外
科
を
発
展
さ
せ
る

原
動
力
と
な
っ
た
。
神
中
は
大
正
一
五
（
一
九
二
六
）
年
五
月
に
就
任
し
た
。

田
代
は
大
正
一
三
（
一
九
一

六
三
）
が
講
座
を
継
承
し
た
。
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京
大
は
外
科
の
尾
崎
良
胤
二
八
八
三
’
一
九
一
九
）
が
後
継
者
と
目
さ
れ
た
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
急
死
。
大
正
八
（
一
九
一
九
）

年
外
科
出
身
の
伊
藤
弘
二
八
八
五
’
一
九
八
四
）
が
イ
ギ
リ
ス
・
ス
イ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
へ
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
大
正
九
二
九
二
○
）

年
帰
国
、
大
正
二
（
一
九
二
二
）
年
二
月
か
ら
整
形
外
科
講
座
を
担
当
し
、
よ
う
や
く
三
大
学
の
整
形
外
科
学
講
座
が
安
定
し
た
状
況

と
な
っ
た
。
田
代
は
九
大
の
住
田
在
任
中
に
も
自
ら
訪
れ
て
日
本
整
形
外
科
学
会
創
立
を
説
得
し
て
い
た
。
仲
々
承
諾
が
得
ら
れ
ず
学
会

の
結
成
は
遷
引
し
て
い
た
が
、
そ
の
障
壁
も
無
く
な
っ
た
。
日
本
整
形
外
科
学
会
の
創
立
は
大
正
一
四
二
九
二
五
）
年
一
○
月
か
ら
創

立
準
備
が
進
め
ら
れ
第
七
回
日
本
医
学
会
総
会
に
合
わ
せ
、
大
正
一
五
二
九
二
六
）
年
四
月
三
日
東
大
内
科
新
講
堂
で
創
立
総
会
を
開

催
し
た
。
創
立
時
の
会
員
数
二
八
名
。
日
本
医
学
会
の
第
一
○
分
科
会
と
な
っ
た
。
ベ
ル
ギ
ー
に
つ
い
で
世
界
第
九
番
目
の
日
本
整
形

外
科
学
会
の
創
立
が
田
代
義
徳
の
第
二
の
業
績
で
あ
る
。
（
注
）

○
整
形
外
科
黎
明
期
の
人
材
育
成

東
大
で
明
治
三
九
年
四
月
四
日
整
形
外
科
講
座
は
公
示
さ
れ
た
が
教
授
任
命
は
五
月
九
日
、
診
療
の
開
始
は
一
○
月
二
日
入
沢
内
科

の
一
部
を
割
譲
さ
れ
一
四
床
、
助
手
は
丸
山
讓
一
人
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
二
月
に
女
医
北
村
志
津
が
介
補
と
な
る
と
い
う
寂
し
い

出
発
で
あ
っ
た
が
、
学
会
創
立
時
に
は
京
大
以
外
に
次
の
六
医
育
機
関
に
整
形
外
科
学
講
座
が
設
立
さ
れ
て
い
た
。

講
座
設
立
年
主
任
教
授

九
大
明
治
四
一
年
神
中
正
一

新
潟
医
大
大
正
六
年
本
島
一
郎

慶
大
大
正
一
一
年
前
田
友
助

慈
大
大
正
二
年
片
山
国
幸

東
京
女
子
医
専
大
正
一
三
年
金
子
魁
一

名
古
屋
医
大
昭
和
二
年
名
倉
重
雄
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こ
の
う
ち
前
田
友
助
（
近
藤
外
科
出
身
）
以
外
の
五
人
は
全
て
田
代
の
門
下
生
で
あ
る
。
そ
の
他
陸
軍
軍
医
部
の
中
枢
に
は
保
利
清
・

星
野
健
太
郎
を
、
日
赤
病
院
に
は
陰
山
菜
な
ど
の
門
下
生
を
送
り
込
ん
で
い
る
。

日
本
近
代
整
形
外
科
の
黎
明
期
を
に
な
う
人
材
を
次
々
と
育
て
教
育
と
研
究
、
実
務
に
所
を
得
さ
し
め
た
の
は
田
代
義
徳
第
三
の
業
績

○
医
療
の
社
会
化
へ
の
実
践

医
療
の
社
会
化
の
関
与
と
し
て
三
井
慈
善
病
院
の
創
立
（
明
治
四
一
（
一
九
○
八
）
年
）
と
院
長
の
就
任
。
柏
倉
松
蔵
の
肢
体
不
自
由

施
設
「
柏
学
園
」
（
大
正
一
○
二
九
二
二
年
）
の
創
立
と
支
援
、
骨
関
節
結
核
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
「
寛
徳
園
」
（
昭
和
初
期
）
の
設
立
。

肢
体
不
自
由
児
療
育
の
市
立
光
明
学
校
の
創
立
、
市
立
城
東
病
院
の
設
立
と
院
長
就
任
、
市
立
整
形
外
科
相
談
所
の
設
立
、
市
民
の
軽
費

診
療
、
救
急
医
療
の
自
動
車
整
備
、
健
康
保
険
制
度
、
医
薬
分
業
問
題
へ
の
提
言
、
東
京
府
社
会
事
業
協
会
へ
の
関
与
、
下
谷
医
師
会
長

の
就
任
。
東
京
市
会
議
員
の
就
任
な
ど
社
会
活
動
の
実
践
を
身
を
以
て
示
し
た
こ
と
は
田
代
義
徳
の
第
四
の
業
績
で
あ
る
。

教
養
あ
る
明
治
人
で
あ
り
、
親
友
の
入
沢
達
吉
と
と
も
に
、
常
に
卑
○
胃
①
印
の
厨
兵
進
歩
主
義
者
）
で
あ
り
つ
づ
け
よ
う
と
努
力
し
、

○
冨
匡
く
目
印
日
匡
印
（
狂
信
的
愛
国
主
義
）
、
ロ
の
ｇ
○
房
ヨ
ニ
印
（
専
制
主
義
）
、
闘
凰
印
員
Ｅ
⑦
（
フ
ァ
シ
ズ
ム
）
を
排
斥
し
匡
胃
国
房
日
扁
（
自

由
主
義
）
、
胃
冒
○
胃
昌
の
日
匡
の
（
民
主
主
義
）
を
主
張
し
て
生
涯
を
貫
ぬ
き
通
し
た
。
（
「
入
沢
先
生
の
演
説
と
文
章
」
巻
頭
言
）

こ
の
思
想
の
一
貫
性
を
基
と
し
、
国
際
感
覚
と
学
識
に
加
え
偉
大
な
常
識
を
持
っ
て
門
下
生
を
育
て
た
教
養
あ
る
学
者
で
あ
っ
た
。
そ

れ
故
に
日
本
整
形
外
科
の
生
み
の
母
で
あ
り
育
て
の
父
と
し
て
現
代
に
至
っ
て
も
常
に
讃
仰
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
人
物
を
育
て
た
田
代
家
と
の
関
係
を
み
る
と
、
義
徳
は
娘
婿
と
し
て
田
代
家
に
入
籍
し
た
人
で
あ
る
。
明
治
時
代
に
お
け

る
入
婿
の
ふ
ん
ば
り
と
忍
従
が
田
舎
出
身
の
秀
才
を
模
範
的
な
大
学
人
た
ら
し
め
た
家
庭
環
境
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

○
日
本
整
形
外
科
の
母
と
父

○
田
代
家
へ
の
入
婿
義
徳
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備
門
四
等
乙
に
入
学
。

伽
明
治
一
六
二
八
〃

吟
八
七
○
年
生
れ
）
と
件

鐸
義
徳
一
九
歳
、
春
↓

14

三
）
年
四
月
大
学
を
辞
し
た
。
「
医

明
治
三
一
二
八
九
八
）
年
一
言

ド
イ
ツ
留
学
は
そ
の
後
二
年
の
雨

こ
の
以
前
に
明
治
三
○
二
八
，

と
し
て
勤
務
し
て
も
ら
っ
て
い
た
。

梁
田
郡
八
幡
村
の
立
教
小
学
校
を
へ
て
、
明
治
一
○
（
一
八
七
七
）
年
上
京
、
神
田
美
土
代
町
の
汎
愛
学
舎
で
英
語
を
学
ぶ
。
訓
蒙
学

舎
（
神
田
）
で
ド
イ
ツ
語
を
学
び
、
つ
い
で
独
逸
語
学
校
（
本
郷
）
に
入
学
。
明
治
一
二
（
一
八
八
九
）
年
、
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
予

義
徳
一
九
歳
、
春
子
一
三
歳
。
五
年
後
の
明
治
二
一
（
一
八
八
八
）
年
九
月
に
長
女
菊
子
が
生
れ
、
二
月
に
義
徳
は
大
学
を
卒
業
し

て
い
る
。
養
父
の
希
望
も
あ
り
直
ち
に
外
科
の
］
・
【
ｍ
８
ｇ
二
八
四
八
’
一
九
○
五
）
の
助
手
と
な
っ
た
。

八
七
○
年
生
れ
）
と
結
婚
し
た
。

た
こ
と
が
あ
る
。

田
代
義
徳
は
元
治
元
（
一
八
六
四
年
七
月
二
六
日
、
栃
木
県
足
利
市
外
の
旧
梁
田
郡
田
中
村
の
旧
家
に
生
れ
た
。
父
田
部
井
森
平
と

母
き
せ
の
三
男
で
あ
っ
た
。
幼
名
又
助
。
父
も
入
婿
で
旧
姓
塚
越
氏
。
又
助
は
一
時
父
の
実
家
塚
越
家
の
養
子
と
な
り
塚
越
又
平
と
称
し

留
学
中
の
後
顧
の
憂
え
が
無
か
っ
た
の
は
宮
田
に
よ
る
。

済
生
学
舎
の
外
科
学
を
担
当
し
た
。

明
治
二
四
（
一
八
九
二
年
四
月
に
田
代
病
院
を
建
て
養
父
の
要
望
に
添
っ
て
大
学
と
掛
持
で
診
療
を
し
て
い
た
が
、
二
六
（
一
八
九

）
年
四
月
大
学
を
辞
し
た
。
「
医
事
新
聞
」
の
編
集

明
治
三
一
二
八
九
八
）
年
三
月
二
一
日
（
別
説
に
は
二
三
且
養
父
基
徳
が
死
亡
し
、
家
業
・
家
督
を
正
式
に
継
承
し
た
。

ド
イ
ツ
留
学
は
そ
の
後
二
年
の
明
治
三
三
（
一
九
○
○
）
年
六
月
九
日
で
あ
る
。

こ
の
以
前
に
明
治
三
○
二
八
九
七
）
年
に
は
妹
の
田
部
井
っ
な
と
済
生
学
舎
で
の
教
え
子
宮
田
哲
雄
を
め
あ
わ
せ
田
代
病
院
の
医
師

明
治
一
六
二
八
八
三
）
年
二
等
生
の
時
、
田
代
家
の
養
子
と
な
り
田
代
義
徳
と
改
姓
名
し
た
。
同
時
に
田
代
基
徳
の
長
女
春
子
二
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ま
れ
て
い
る
。
（
田
代
基
徳
年
譜
）

し
か
し
鈴
木
要
吾
の
「
明
治
国
手
百
家
署
伝
（
六
）
」
（
東
京
医
事
新
誌
二
九
九
六
号
四
五
頁
・
昭
和
一
二
に
は
天
保
一
三
（
一
八
四

二
）
年
四
月
一
五
日
と
な
っ
て
い
る
。
（
典
拠
不
明
）

父
北
渚
は
亀
井
昭
陽
の
高
弟
で
現
在
の
豊
前
市
赤
熊
に
住
み
、
田
能
村
竹
田
・
頼
山
陽
・
恒
遠
醍
窓
・
僧
月
性
等
と
交
遊
し
た
高
名
な

文
化
人
で
あ
っ
た
。
墓
は
中
津
市
自
性
寺
に
あ
る
。
（
川
嶌
眞
人
『
蘭
学
の
泉
こ
こ
に
浦
く
」
一
九
九
三
年
・
一
中
津
藩
蘭
学
の
光
芒
」

二
○
○
一
年
）

○
田
代
基
徳
と
そ
の
家
族

基
徳
は
幼
名
泰
二
。
後
年
号
太
楽
。
隆
々
亭
・
柳
々
亭
。

幼
時
、
父
北
渚
に
死
別
し
、
従
兄
の
中
津
藩
医
田
代
春
耕
二
徳
）
の
家
を
継
ぎ
田
代
一
徳
と
称
し
た
。

安
政
四

安
政
五

安
政
六

万
延
元

文
久
元

文
久
二

元
治
元

慶
応
元

田
代
基
徳
は
豊
前
中
津
藩
医
松
川
北
渚
（
良
泰
・
修
山
）
と
妻
惠
美
子
の
子
と
し
て
天
保
一
○
二
八
三
九
）
年
（
月
日
不
詳
）
に
生

へへへへへへへへ

八八八八八八八八
六六六六六五五五

五四二一○九八七
一…ーー……

年 年年年年年年年

筑
前
秋
月
で
江
藤
養
泰
に
漢
学

肥
後
山
鹿
町
武
藤
璋
礼
に
つ
き
賀
川
流
産
科
末
長
陰
斎
整
骨
術
・
華
岡
流
外
科
を
学
ぶ
（
漢
蘭
折
衷
医
学
）

熊
本
の
原
田
宗
真
に
素
問
・
霊
枢
を
学
ぶ
つ
い
で
京
都
に
赴
く

帰
郷

四
月
八
日
大
坂
緒
方
洪
庵
の
適
塾
入
門

洪
庵
の
後
を
追
い
江
戸
へ
．
西
洋
医
学
所
に
入
る

句
読
師

蟠
龍
艦
医
官
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課
題
で
あ
る

田
代
基
徳
の
生
年
月
日
と
没
日
が
記
録
に
よ
っ
て
異
る
の
は
、
大
正
一
二
年
九
月
一
日
の
関
東
大
震
災
に
よ
り
田
代
病
院
・
住
宅
全
焼

し
基
本
記
録
が
焼
失
し
た
こ
と
と
、
昭
和
一
六
年
の
「
田
代
基
徳
年
譜
」
作
製
時
に
誤
っ
て
記
載
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
り
、
今
後
の
研
究

も
う
一
つ
の
原
因
は
江
戸
時
代
生
れ
男
基
徳
の
複
雑
な
女
性
関
係
が
あ
り
、
入
婿
義
徳
が
基
徳
の
履
歴
に
深
い
関
心
を
示
さ
な
か
っ
た

慶
応
三
二
八
六
七
）
年
医
学
所
塾
監
（
題

明
治
元
二
八
六
八
）
年
七
月
二
○
日
医
学
所
（
大
病
院
）
助
教
試
補
「
切
断
要
法
」
出
版
私
塾
修
文
舎

明
治
三
（
一
八
七
○
）
年
大
学
中
助
教

明
治
四
（
一
八
七
二
年
文
部
省
八
等
出
仕
一
○
月
五
日
陸
軍
二
等
軍
医
正

明
治
六
二
八
七
三
）
年
「
文
園
雑
誌
」
創
刊
「
外
科
手
術
」
出
版
基
徳
と
改
名
（
門
人
に
倉
田
一
徳
あ
る
に
よ
る
と
）

明
治
一
○
（
一
八
七
七
）
年
西
南
戦
役
病
体
解
剖
社
設
立

明
治
二
二
八
七
八
）
年
「
医
事
新
聞
」
創
刊

明
治
一
七
二
八
八
四
）
年
一
等
軍
医
正

明
治
二
四
（
一
八
九
二
年
下
谷
練
塀
町
に
田
代
病
院
を
開
く

明
治
二
五
（
一
八
九
二
）
年
三
月
一
九
日
陸
軍
軍
医
監
・
陸
軍
軍
医
学
校
長

明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
日
清
戦
争
三
師
団
軍
医
部
長
留
守
四
師
団
軍
医
部
長

明
治
三
一
二
八
九
八
）
年
三
月
一
二
日
没
（
六
十
歳
）
（
田
代
基
徳
年
譜
昭
和
一
六
年
）

（
中
外
医
事
新
報
四
三
三
号
明
治
三
一
年
四
月
五
日
に
は
「
去
月
二
十
三
日
遂
二
濫
焉
長
逝
せ
ら
れ
た
り
享
年
五
十
七
歳
」
と
あ
る
。

鈴
木
要
吾
「
明
治
国
手
百
家
略
伝
」
に
も
三
月
二
三
日
と
あ
る
）



日本医史学雑誌第52巻第1号(2006)17

坐
の
う
ｅ
Ｏ

た
め
に
正
確
に
記
録
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
と
い
う
疑
問
が
あ
る
。
生
年
月
日
と
没
年
月
日
は
今
後
調
査
の
必
要
が

（
戸
矢
氏
・
春
子
の
継
母
一
四
歳
で
嫁
す
）

正
妻
千
代
子
ｌ
三
女
政
子
（
天
折
）

権
妻
の
子
も
き
ち
ん
と
入
籍
さ
れ
て
い
る
。

基
徳
は
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
正
妻
と
く
を
迎
え
る
が
基
徳
三
一
歳
（
天
保
一
○
年
生
れ
と
し
て
）
と
く
一
五
歳
で
あ
っ
た
。

明
治
一
二
年
春
子
の
継
母
と
し
て
旧
幕
臣
の
娘
戸
矢
千
代
子
を
迎
え
る
が
、
基
徳
四
一
歳
、
千
代
子
一
四
歳
と
い
う
婚
姻
で
あ
っ
た
。

正
妻
の
長
女
春
子
に
早
く
養
婿
を
迎
え
、
村
上
玄
水
に
よ
る
九
州
最
初
の
解
剖
に
も
参
加
し
た
中
津
藩
医
田
代
春
耕
の
後
を
継
い
だ
外

科
医
の
後
継
者
と
し
て
田
部
井
又
助
（
田
代
義
徳
）
と
い
う
俊
秀
を
迎
え
、
外
科
を
専
攻
さ
せ
た
。
こ
の
事
が
、
計
ら
ず
も
、
日
本
の
近

○
基
徳
の
周
辺

辻
善
之
助
の
ま
と
め
た
「
田
代
基
徳
年
譜
」
に
よ
り
基
徳
の
周
辺
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

正
妻
と
く
二
五
歳
で
嫁
す
・
姓
不
詳
）
長
女
春
子
（
明
治
三
年
生
）
出
産
後
離
婚

権
妻
は
つ
Ｉ

権
妻

き
よ

’，，，，
四次三次長
男女男男男
泰と隆武恒
徳よ 徳徳 徳

（
九
歳
死
亡
）

（
明
治
一
○
年
生
）
実
家
松
川
氏
を
継
ぐ

天
折

天
折

二
八
九
三
’
一
九
二
七
）
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そ
れ
が
日
本
の
近
代
整
形
外
科
の
母
で
あ
り
父
と
な
る
包
容
力
の
あ
る
、
勤
勉
な
、
世
情
の
裏
に
も
よ
く
通
じ
た
師
の
上
に
立
つ
師
と

仰
が
れ
る
人
物
を
生
む
こ
と
と
な
っ
た
。
封
建
社
会
の
末
期
に
学
問
好
き
な
中
津
藩
医
田
代
家
を
継
ぎ
、
西
洋
の
近
代
医
学
の
修
得
を
目

ざ
し
た
田
代
基
徳
の
娘
春
子
と
栃
木
の
農
村
出
身
の
素
朴
な
一
俊
秀
と
の
出
合
い
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
日
本
の
近
代
整
形
外
科
の
歴

史
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
と
し
て
語
り
伝
え
ら
れ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
の
よ
う
な
視
点
か
ら
調
査
も
得
た
資
料
を
基
に
田
代
家
と
日
本
の
整
形
外
科
の
歴
史
の
か
か
わ
り
あ
い
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

代
整
形
外
科
の
礎
を
き
づ
く
こ
と
に
繋
が
っ
た
の
で
あ
る
。

基
徳
の
織
り
な
し
た
家
族
構
成
の
複
雑
な
歪
み
の
中
で
健
全
な
男
子
が
育
た
な
か
っ
た
こ
と
が
入
婿
養
子
を
早
々
と
迎
え
る
こ
と
に
な

つ
弁
ト
ル
」
い
諺
え
『
勾
○

（
注
）
欧
米
各
国
の
整
形
外
科
学
会
結
成
年
代
順
位

’
一
八
八
七
年
ア
メ
リ
カ
整
形
外
科
学
会

２
一
八
九
八
年
オ
ラ
ン
ダ
整
形
外
科
学
会

３
一
九
○
一
年
ド
イ
ツ
整
形
外
科
学
会

４
一
九
○
六
年
イ
タ
リ
ア
整
形
外
科
・
災
害
外
科
学
会

５
一
九
一
八
年
イ
ギ
リ
ス
整
形
外
科
学
会

６
一
九
一
八
年
フ
ラ
ン
ス
整
形
外
科
・
災
害
外
科
学
会

７
’
九
一
九
年
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
整
形
外
科
学
会

８
一
九
二
一
年
ベ
ル
ギ
ー
整
形
外
科
・
運
動
器
外
科
学
会

９
一
九
二
六
年
日
本
整
形
外
科
学
会
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一
九
二
八
年
ポ
ー
ラ
ン
ド
整
形
外
科
学
会

（
一
九
二
九
年
国
際
整
形
外
科
・
災
害
外
科
学
会
・
切
門
○
弓
結
成
）

一
九
三
○
年
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
整
形
外
科
学
会

一
九
三
五
年
ブ
ラ
ジ
ル
整
形
外
科
学
会

一
九
三
五
年
ス
ペ
イ
ン
整
形
外
科
学
会

一
九
三
六
年
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
整
形
外
科
学
会

一
九
三
六
年
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
整
形
外
科
学
会


